
4.23 首都大学東京宇宙システム研究室 

首都大学東京宇宙システム研究室では，革新的な宇宙システムや宇宙の利用法に関する

研究を通して，未来の宇宙を創造することを目指している． 

研究室メンバーは独自衛星プロジェクト（図 4.23-1）とは別に各自研究テーマを持って

おり，超小型衛星搭載用推進系（図 4.23-2），分散型アーキテクチャ，人工流れ星を用いた

高層大気観測（図 4.23-3）などに関する研究及び開発を行っている． 

 

 

図 4.23-1 独自衛星プロジェクト ORBIS 

 

   

図 4.23-2 推進系の実験の様子 （左図：一液式推進系，右図：二液式推進系） 

 

 

図 4.23-3 人工流れ星を用いた高層大気観測に関する研究（アーク加熱風洞実験の様子） 
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